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男女の平等、家庭や結婚生活などについてお伺いします。 

  

問１．あなたは、「男性は仕事、女性は家庭を中心にする」という考え方についてどう思われますか。 

あてはまるものに○をつけてください。（〇は１つ） 

１．そう思う   ２．ある程度そう思う   ３．あまりそう思わない   ４．そう思わない   ５．わからない 

 

 

問２．問１で「１．そう思う、２．ある程度そう思う」を選んだ方にお伺いします。 

それはなぜですか。 あてはまるものすべてに○をつけてください。 

１．日本の伝統的な家族の在り方だと思うから 

２．自分の両親もそのようにしていたから 

３．男性が外で働いた方が、多くの収入を得られると思うから 

４．女性が家にいた方が、子どもの成長などにとって良いと思うから 

５．家事・育児・介護と両立しながら働き続けるのは大変だと思うから 

６．その他（具体的に：                          ） 

 

 

問３．問１で「３．あまりそう思わない、４．そう思わない」を選んだ方にお伺いします。 

それはなぜですか。 あてはまるものすべてに○をつけてください。 

１．男女平等に反すると思うから 

２．自分の両親も外で働いていたから 

３．男性も女性も働いた方が、多くの収入が得られると思うから 

４．女性が働いて能力を発揮した方が、個人や社会にとって良いと思うから 

５．家事・育児・介護を両立しながら働き続けることは可能だと思うから 

６．固定的な男女の役割分担の意識を押し付けるべきではないから 

７．その他（具体的に：                                     ） 

 
 
 

令和元年度 男女共同参画に関する市民意識調査 
この調査は統計目的以外には使用しません。あなたのご意見が外部にもれることは一切ありませ

んので、率直なご意見をお聞かせください。 

９月１１日（水）までに必着するよう、ポストにご投函をお願いいたします。 

大阪市（市民局ダイバーシティ推進室男女共同参画課） 

 

この調査についてのお問合せは、下記までお願いいたします。 

【調査実施機関】 

大阪市立男女共同参画センター中央館（クレオ大阪中央） 

指定管理者：大阪市男女共同参画推進事業体  

代表者：（一財）大阪市男女共同参画のまち創生協会 

大阪市天王寺区上汐 5丁目 6番 25号 

    電話：06-6770-7200 ＦＡＸ：06-6770-7705 
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問４．あなたは、次にあげる場で男女平等が進

んでいると思われますか。 

あてはまるものに〇をつけてください。 

（各項目について○は１つずつ） 

男
性
の
方
が 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

男
性
の
方
が 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

女
性
の
方
が 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

女
性
の
方
が 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

１．家庭生活で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

２．職場で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

３．学校教育の場で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

４．地域活動・社会活動の場で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

５．政治の場で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

６．法律や制度のうえで １ ２ ３ ４ ５ ６ 

７．社会通念・慣習・しきたりなどで １ ２ ３ ４ ５ ６ 

８．社会全体として １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

 

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）・地域活動についてお伺いします。 
  
 

問５．あなたは、「ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）」についてご存じですか。 

あてはまるものに○をつけてください。（〇は１つ） 

１．知っている          ２．聞いたことがある          ３．知らない 

 

 

問６．あなたは、男性と女性のそれぞれについて、「仕事」、「家庭生活（家事・育児・介護）」、「地域・個人の生活 

（地域活動・学習・趣味等）」の関係がどのようにあるのが望ましいと思いますか。 

 

（ア）男性  あてはまるものを１つ選び、その番号に〇をつけてください。（〇は１つ） 

１．「家庭生活」・「地域・個人の生活」よりも、「仕事」に専念する 

２．「家庭生活」・「地域・個人の生活」にも関わるが、「仕事」を優先させる 

３．「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」を同じように両立させる 

４．「仕事」にも関わるが、「家庭生活」・「地域・個人の生活」を優先させる 

５．「仕事」よりも、「家庭生活」と「地域・個人の生活」に専念する 

６. 何を優先すべきかは、男女の性別には関係ない 

７．わからない 

８．その他（具体的に：                          ） 

 

（イ）女性  あてはまるものを１つ選び、その番号に〇をつけてください。（〇は１つ） 

１．「家庭生活」・「地域・個人の生活」よりも、「仕事」に専念する 

２．「家庭生活」・「地域・個人の生活」にも関わるが、「仕事」を優先させる 

３．「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」を同じように両立させる 

４．「仕事」にも関わるが、「家庭生活」・「地域・個人の生活」を優先させる 

５．「仕事」よりも、「家庭生活」と「地域・個人の生活」に専念する 

６. 何を優先すべきかは、男女の性別には関係ない 

７．わからない 

８．その他（具体的に：                          ） 
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問７．生活の中での「仕事」、「家庭生活（家事・育児・介護）」、「地域・個人の生活（地域活動・学習・趣味等）」の 

優先度についてお伺いします。あなたの現状に最も近いものに〇をつけてください。（〇は１つ） 

１．「仕事」を優先している 

２．「家庭生活」を優先している 

３．「地域・個人の生活」を優先している 

４．「仕事」と「家庭生活」をともに優先している 

５．「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先している 

６．「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している 

７．「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している 

８．わからない 

 

 

問８．地域活動（町会、ＰＴＡ、ボランティア、ＮＰＯなどでの活動）についてお尋ねします。あなたは、地域活動 

に参加したことがありますか。あてはまるものに○をつけてください。（〇は１つ） 

１．現在参加している 

２．過去に参加したことがある 

３．全く参加したことがない 

 

 

問９．問８で「２．過去に参加したことがある」、「３．全く参加したことがない」を選んだ方にお尋ねします。 

現在参加していない理由について、あてはまるものに〇をつけてください。（〇は３つまで） 

１．時間がないから 

２．興味がないから 

３．人間関係がわずらわしいから／苦手であるから 

４．一緒に参加する人がいないから 

５．活動内容がわからないから 

６．参加したいが参加するきっかけがないから 

７．仕事が忙しく両立が難しいから 

８．参加できる時間と活動時間があわないから 

９．その他（具体的に：                                               ） 

 

 

問 10．あなたは、平日において、１日のうちに家事・育児・介護などに、どの程度の時間を費やしていますか。 

（各項目について○は１つずつ） 

平日 0 分 1～30 分 31～60 分 １～2時間 ２～３時間 ３～４時間 ４～５時間 ５～６時間 ６～７時間 ７～８時間 
８時間 

以上 

該当者が

いない 

１．家事 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11  

２．育児 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 

３．介護 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 

４．仕事 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11  

５．地域活動等 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11  

 

 

 

１．家事 ２．育児 ３．介護にて「０分、１～30分、31～60 分」を選んだ方 → 問 11へ 

94



- 4 - 

 

 

問 11．問 10の１．家事 ２．育児 ３．介護 にて「０分、１～30分、31～60分」を選んだ方にお伺いします。     

家事、育児、介護に費やす時間が少ない理由はなぜですか。家事、育児、介護について、 

あてはまるものすべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 

 (1)家事 (2)育児 (3)介護 

１. 家族（配偶者など）がすべてしてくれて、する必要がないから    

２. （家事・育児・介護が）好きではないから、得意ではないから    

３. 帰宅時間が遅くて時間がないから    

４. 外部（公的・民間など）のサービスを利用しているから    

５. （家事・育児・介護を）どのようにしたらよいのかわからないから    

６. （家事・育児・介護は）女性がするものだと思うから    

７. 子どもが成長して、手がかからなくなったから    

８. その他（具体的に                                ）    

 

 

問 12．男女がともに「仕事と生活の調和」を図るためには、どのような取組みが必要であると思いますか。 

企業・職場が取り組む必要があるとあなたが思うものに○をつけてください。（○は３つまで） 

１．管理職の意識改革を行う  

２．職場の風土づくりを行う 

３．社長などがリーダーシップを発揮してワーク・ライフ・バランスに取り組む 

４．無駄な手続き・作業をなくす  

５．ノー残業デーや有給休暇の取得計画をつくるなど、年間労働時間を短縮する 

６．もうからない仕事をやめる  

７．給料を上げる 

８．従業員を増やす  

９．育児休業をとりやすくする       

10．介護休業をとりやすくする 

11．在宅勤務（テレワーク）、フレックスタイム、短時間勤務など、柔軟な勤務ができるようにする 

12．その他（具体的に：                                            ）    

13．わからない 

 

女性の活躍推進についてお伺いします。 

問 13．あなたは、「女性の活躍が推進されている」とはどのような状態だと思いますか。 

あてはまると思うものに○をつけてください。（○は３つまで） 

１．女性の勤続年数が長くなること   

２．出産しても、子育て期間中でも仕事を続ける女性が増えること 

３．退職した後、再就職しても、また正社員になる可能性が開かれていること 

４．働く女性の割合が増えること     

５．女性が従事する職種・職域が増えること 

６．仕事に対するモチベーションが高い女性が増えること 

７．管理職や地域の会長などの役職につく女性が増えること 

８．リーダーや会長選定を検討する際に、男女の性別を意識しなくなること 

９．仕事や家庭、地域活動などに男女の固定的な役割分担がないこと 

10．地域などの意思決定の場に参画する女性が増えること 

11．その他（具体的に：                                            ） 
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問 15．あなたは、地域・社会活動の分野で女性のリーダーを増やすときに障害となるものは何だと思いますか。 

あてはまるものすべてに○をつけてください。 

１．現時点では、必要な知識や経験などを持つ女性が少ないこと 

２．女性自身がリーダーになることを希望しないこと   

３．男性が女性リーダーを希望しないこと 

４．役職につくのは男性、などの地域のしきたりや慣習が残っていること 

５．女性の育児・介護・家事などの負担が大きいこと 

６．その他（具体的に：                                           ） 

 

 

問 16．女性が就業継続・再就職したいと考えていても、実現できない理由は何だと思いますか。 

あてはまるものすべてに○をつけてください。 

１．保育所への入所や延長保育や一時預かり、休日保育など、保育サービスが利用できないため 

２．仕事内容、勤務場所、勤務時間等について、条件にあう働き口が見つからないため 

３．家事負担が大きいため 

４．育児負担が大きいため 

５．介護負担が大きいため 

６．介護について、施設やサービスを利用できないため 

７．仕事と家庭の両立をうまくやっていく自信がないため 

８．仕事に必要な知識や能力が備わっているか不安を感じるため 

９．職場での人間関係をうまくやっていけるか不安を感じるため 

10．その他（具体的に：                                           ） 

 

 

配偶者・パートナー間の暴力についてお伺いします。 
 

問 17．次のようなことが配偶者・パートナーの間で行われた場合、そ 

れを暴力だと思いますか。それぞれについて、あなたの考え 

に最も近いものを選んでください。 

（各項目について○は１つずつ） 

ど
ん
な
場
合

で
も
暴
力
に

あ
た
る
と
思

う 暴
力
に
あ
た

る
場
合
も
、

そ
う
で
な
い

場
合
も
あ
る

と
思
う 

暴
力
に 

あ
た
る
と
は

思
わ
な
い 

１．なぐる・ける １ ２ ３ 

２．何を言っても無視し続ける １ ２ ３ 

３．暴言を吐いたり、ばかにしたり、見下したりする １ ２ ３ 

４．自由にお金を使わせない、生活費を渡さない １ ２ ３ 

５．友達や身内とのメールなどをチェックしたり、つきあいを制限する １ ２ ３ 

６．嫌がっているのに性的な行為を強要する １ ２ ３ 

問 14．ご自身の経験に照らして、次のことがらについて、 

あなたの考えに近いと思われるものに○をつけて 

ください。（各項目について○は１つずつ） 

そう 
思う 

どちらか
といえ
ばそう
思う 

どちらか
といえ
ばそう
思わな
い 

そう思わ
ない 

わから
ない 

１．地域で活躍している女性が増えた １ ２ ３ ４ ５ 

２．地域でリーダー的な役割を担う女性が増えた １ ２ ３ ４ ５ 

３．就業の場で活躍している女性が増えた １ ２ ３ ４ ５ 

４．就業の場でﾘｰﾀﾞｰ的な役割（管理職等）を担う女性が増えた １ ２ ３ ４ ５ 
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問 18. 配偶者・パートナーの間で行われる暴力について、次の相談機関・対応窓口 

    がありますが、あなたはご存じですか。 

あてはまるものに〇をつけてください。（各項目について○は１つずつ） 

知
っ
て
い
る 

知
ら
な
い 

１．大阪市配偶者暴力相談支援センター １ ２ 

２．クレオ大阪女性総合相談センター １ ２ 

３．各区保健福祉センター １ ２ 

４．大阪府女性相談センター １ ２ 

５．警察署、交番 １ ２ 

６．シェルターなどの民間の相談機関 １ 2 

 

 

男女共同参画に関連した制度や施策などについてお伺いします。 
 

問 19. 大阪市では男女共同参画社会の実現をめざして施策に取り組んでいま

すが、次にあげる項目のうちで、あなたがご存じのものはありますか。 

あてはまるものに○をつけてください。（各項目について○は１つずつ） 

内
容
を 

知
っ
て
い
る 

聞
い
た
こ
と

が
あ
る 

知
ら
な
い 

１．大阪市男女共同参画推進条例 １ ２ ３ 

２．大阪市男女きらめき計画（大阪市男女共同参画基本計画） １ ２ ３ 

３．大阪市男女共同参画施策苦情処理制度 １ ２ ３ 

４．クレオ大阪（大阪市立男女共同参画センター） １ ２ ３ 

５．クレオ大阪で実施している「女性の悩み相談」（クレオ大阪女性総合相談センター） １ ２ ３ 

６．クレオ大阪で実施している「男性の悩み相談」 １ ２ ３ 

７．クレオ大阪で実施している「子育て相談」 １ ２ ３ 

８．大阪市女性活躍リーディングカンパニー認証制度 １ ２ ３ 

９．大阪市女性チャレンジ応援拠点 １ ２ ３ 

10．「きらめく女性の応援ひろば～未来へレディ go!～」(女性の活躍応援Ｗｅｂサイト) １ ２ ３ 

 

 

問 20. すべての人の人権が尊重され、男女がともにその個性と能力を発揮できる社会の実現をめざす男女共 

同参画社会を実現していくために、行政にご意見・ご提案がありましたらご自由に記入してください。 
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あなた自身やご家族についてお伺いします。 

Ｆ１ あなたの性別をお答えください。 （〇は１つ） 

１．男性 ２．女性 ３．その他・答えたくない    

 

Ｆ２ あなたの年代をお答えください。 （○は１つ） 

１．18歳～19歳 ２．20歳～24歳 ３．25歳～29歳 ４．30歳～34歳 ５．35歳～39歳 

６．40歳～44歳 ７．45歳～49歳 ８．50歳～54歳 ９．55歳～59歳 10．60歳～64歳 

11．65歳～69歳 12．70歳～74歳 13. 75歳以上   

 

Ｆ３ あなたの職業についてお答えください。 （○は１つ） 

１．自営業主・自由業 ２．家族従業者 ３．正社員・正職員 

４．派遣社員 ５．契約社員 ６．嘱託社員 

７．パートタイム・アルバイト（学生バイトを除く）                 ８．家事専業（専業主婦・主夫） 

９．無職（家事専業の方は除く、年金のみの方を含む）           10．学生   

11．その他（具体的に：                                                ） 

 

Ｆ４ 一緒にお住まいのご家族の形態についてお答えください。 （○は１つ） 

１．単身世帯（ひとり暮らし） ２．配偶者（パートナー）のみの世帯 ３．親と子の世帯 

４．祖父母と親と子の世帯 ５．その他（具体的に：                              ） 

 

Ｆ５ あなたには配偶者（事実婚のパートナーを含む）がおられますか。 （〇は１つ） 

１．いる ２．いない ３．いたが離別した ４．いたが死別した 

 

Ｆ６ あなたには子どもがおられますか。（〇は１つ） 

１．いる（       人） ２．いない 

 

 

 

アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。 
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